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ある長老派教会エルダーの活動
ーヴァヌアツにおけるメラネシアン・ウェイの様相
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I シミー・アンセンと伽音伝逍キャンペーン

II キャンペーンの受容

おわりに

はじめに

本稿の対象とするヴァヌアツ共fill五I(Republic 

of Vanuatu)は．約8(）の島々からなる国卜総面

積 1万219(）平方累の島嶼国てある（図 1)つ 1989

年の人ll統壮によれば総人口は約15Ji人で．こ

のうち95らがメラネシア系の人々である。彼ら

のうち20ら弱が人口約2万人を擁する首都ポー

トヴィラ /PortVila)市と国内最大の島である

サント (Santo)島南束部に位置するルーガンヴィ

ル(Luganville)市に屈什し．：門金労鋤などに従

1iしている。また． これ以外の人々は集落部に

居住し．コプラ牛序や肉牛飼育などに携わりつ

つも，駐本的にはヤムイモ，タロイモ，マニオ

クなとの根菜類の焼畑農耕を韮盤にした'llばn
給自足的な牛活を営んでいる。

ヴァヌアツは， 1980年の独立以前は英仏共lnl

統治領ニューヘプリデス (NewHebrides)として

知られた。その結果，公用語には英点と仏語か

取り人れられ，主に学校教育の場などで使用さ

れている。また，パプア・ニューギニアやソロ

IIアシア紆済冒II XXXVll-2 (19りG.2)

モン諸島で使用されているピジン (Pidgin)語に

相"iするヒスラマ (Bislama)語も公用語に加え

られてしヽる。ビスラマ語は， •19世紀半ば以降，

人々か白人植民者や廂人たちと接触する過程で

彼らとのコミュニケーションのために作り出し

た l；語で，単語には英仏両語の語震が相計数用

いられているか，文法は両語とは涅なる独自の

構造を持つ。ラジオをはじめとするメディアの

腺介などを通してビスラマ語はヴァヌアツ全＿t

に広く普及しており，人口のほとんどがその運

用力を身につけている。他方で，ヴァヌアツに

はllO以rーの固打日語が存在するが， こうした
状況において，人々は集落の生活の中では各々

の固h日語を使用し，異なる合語集団間のコミ

ュニケーションに際してはビスラマ語を用いて

いるり11)(, 

さて，他のメラネシア諸国の例にもれず，ヴァ

ヌアツにおいても蔽も浸透している京教はキリ

スト教で、人l)の90ぷ以tがそのに徒であると

パわれる (il2)。人々は 3度の食事の際に神への

感謝の祈りを捧げることを忘れず，多くの人々

が安息日には教会へ赴く。内物に接する機会の

少ない彼らでも，家庭に 1冊は兜内を持ってい

る。また，国家レベルでも， 1980年の独灯以来，

キリスト教精神に則ったヴァヌアツの伝統文化

のあり方を探るメラネシアン・ウェイ (Melane-
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sian way)という概念が，国づくりの基本理念

として政府の指導者たちによって唱われてきて

いる旧：3)。このように．キリスト教はヴァヌア

ヅ社会において人々の牛泊世界の中核をなす里

要な要素となっている。したかって，ヴァヌア

ツ社会の現在を語るうえで，キリスト教を無視

することはできない。加えて，独立以降の現代

ヴァヌアツ社会の動向を理解するためには．国

家レベルで提唱されているメラネシアン・ウェ

イという概念が．人々の生活世界の中でどのよ

うに受容されている(/)かという、点に目を向ける

必要がある。つまり，人々によってキリスト教

とヴァヌアツの伝統文化かとのように折り合わ

されているのかという側血を明らかにすること

が必須の課題となるのである。そこで．本稿で

は，ジミー・アンセン (JimmyAnsen)という一

人の長老派教会(PresbyterianChurch)のエルダ

- (elder，長老職）が行なっている福音伝道キャ

ンペーン (Evangelicalcampaign)という活動を

とりあげ．これが首都のポートウィラを中心と

する地域の人々にとのように受容されてきたの

かを明らかにすることを通して．現代ヴァヌア

ツ社会におけるキリスト教の様相の一端を示し，

同時に．先に提示した課題にいくらかでも応え

ることを目的としたい。

メラネシアの諸礼会にキリスト教が本格的に

没透していったのは19tti:紀以降のことであるが．

この過程でキリスト教はそれを受容した社会に

固有の文化的枠組みの中で理解され．位置づけ

られてきたということが，これまでに人類学を

はじめとする分野の多くの研究者によって指摘

されてきたは4)。本稿も．そうした研究の流れ

の中に位置づけられるものであるという点で．

決して目新しいものではない，しかしながら．

64 

これまでのメラネシアにおけるキリスト教の様

相に関する研究は，主にパプア・ニューギニア

やフィジーといった国々で活発に展開されてき

たも 0)0)りI5)，ヴァヌアツを対象とした研究は

tit界的に少なく，日本人研究者による研究にい

たっては皆無に等しい（注6)。また，数少ないヴァ

ヌアツのキリスト教を扱った研究では，特に19

世紀から今世紀前半にかけてのヴァヌアツにお

けるキリスト教黎明期に焦点を当てたものが多

い。例えば，ヒューム (Hume)はヴァヌアツ北

祁0)マエウォ (Maewo)島における英国国教会

(Anglican Church)の浸透と定将の歴史を論じ

ておりり17)，スプリッグス (Spriggs)やアダムス

(Adams)はそれぞれ南部のアナイチュム (Anei-

tyum)島とタンナ (Tanna)島における両島の人

々と長老派教会の相互関係について研究を行な

っている（注8）。一方，現代ヴァヌアツ社会にお

けるキリスト教について論じた代表的な研究と

しては，ウァヌアツ中部に位骰するアンブリム

(Ambrym)島南東部のチーフり1り）たちと長老派

教会0)関係を，今世紀初頭から1970年代後半ま

でを視野に入れて歴史的に概観したトンキンソ

ン(Tonkinson)による研究がある（注10）。しかし

ながら，現在のヴァヌアツ社会にキリスト教会

の活動がどのように受容されているのかという

ことを知るためには，彼の研究はヴァヌアツ社

会の側に関する記述が断片的にすきるきらいが

あるり

こうした研究状況を踏まえて既に述べた本稿

の目的にアプローチするために，本稿では以上

に指摘した先行研究に欠落している部分を補い

つつ，ヴァヌアツ社会におけるキリスト教のあ

り方をより現実の場に則した多面的なものとし

て捉えることに留意したい。そのために，以下
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てはジミー・アンセン（以トー、シミー）と長老派

教会（以下，長老派）のリーダー(iIll)，長老派お

よび他宗派の一般信徒，他宗派のリーダーとい

う3つの異なる立場から，ジミーの活動を捉え

るという方法をとる。具体的には，まず第 1節

で，先述のトンキンソンの論文などによりつつ

ジミーとその活動について概観し，続く第II節

第 1項で，ジミーと長老派のリーダーたちがそ

の活動をどのように位憐づけていたのかを明ら

かにする。次に，同節第 2項と第 3項で，ジミ

ーの活動に関する長老派および他宗派の一般信

徒と他宗派のリーダーの見方をとりあげて分析

を加える。そして最後に，現代ヴァヌアツ社会

における彼の活動の持つ社会的意味や位置づけ

について若干の考察を行ない，本稿を終える。

なお，本稿で提示する賓料は，青年海外協力隊

から派遣されてヴァヌアツに滞在した1991年か

ら93年までの 2年間のうち，特に92年の 1月か

ら7月にかけて首都のポートヴィラで収集した

ものである（注12)0 

（注 1) ビスラマ語とヴァヌアツ各地の固有言語の詳

細については，次の諸研究を参照， D.T. Tryon, The 

l,anguages of the New Hebrides : Internal and Exler-

nal Relationships, Pacific Linguistics series C-61 

(Canberra: Australian National University, 1978)/ 

T. Crowley, An Illustrated Bislama-Engilsh and Eng-

lish-Bislama Dictionary (Port Vila : University of 

the South Pacific, 1990). 

（注2) 吉岡政徳「場によって結びつく人々一ーヴァ

ヌアツにおける住民・民族・国家一 （関本照夫・船

曳建夫編『国民文化が牛まれる時』リプロポート 1994 

年） 214ページ。

（注3) W. Lini, et al., Vanuallィ(Suva: University 

of the South Pacific, 1980), pp. 282-291.なお．メラネ

シアン・ウェイという概念は元来パプア・ニューギニア

のバーナード・ナロコピ(BernardNarokobi)がパプ

ア・ニューギニア独立後の国づくりの基本理念として提

叫1したものである。ヴァヌアツ独立運動の指導者たちに

よって唱えられてきたメラネシアン・ウェイ概念もこの

ナロコピの概念に大きな影響を受けている。ただし，船曳

建夫や吉岡政徳も指摘しているように，ヴァヌアツ独立

遍動の有力な指導者たちは，たとえば初代首相のウォル

ター・リニ(WalterLini)か英国国教会の牧師であった

ように，その多くがキリスト教会の指導的立場にあった。

したかってヴァヌアツにおけるメラネシアン・ウェイ概

念はキリスト教的色彩の強いものとなったのである。

Bernard Narokobi, The Melanesian Way (Boroko : 

Institute of Papua New Guinea)／船喝い夫「Kastom

とSkul:ヴァヌアツ・マレクラ島の社会変化に関する

微視的検討と理論的考察」（『東京大学東洋文化研究所紀

要』第93冊昭和58年11月 48ページ／吉岡 r場によっ

て結びつく人々……」 214ページ。

（注4) 例えば，サーリンズ(Sahlins)は，キリスト

教の神がキリスト教を受容した社会の伝統的な神々の中

に位笛づけられて受容されたことを，フィジーの例など

をあげなから論じている。 M.Sahlins, Islands of Hi,tory 

(Chicago : University of Chicago Press, 1985)．邦訳

は， ll1本頁鳥訳『歴史の島々』法政大学出版局 1994年。

（注5) 例えば，パプア・ニューギニアに関してはバ

ーカー(Barker)，フィジーに関しては春日の研究などが

ある。 J.Barker, "Maisin Christianity: An Ethnog-

raphy of the Contemporary Religion of a Seaboard 

Melanesian People" (Ph. D. diss., University of 

British Columbia, 1985)／春日直樹「キリスト・悪魔・

貨幣 フィジーの呪術と資本主義 」（r社会人類学

年報』第18巻 1992年）。

(ii:6) 例えば，日本人によるヴァヌアツ社会を対象

とした代表的な研究としては，船曳によるマレクラ

(Malekula)島内陸部の人々の1義礼をはじめとする分野

に関する諸研究と，吉岡によるペンテコスト (Pentecost)

島北部の位階制度をはじめとする分野に関する諸研究が

ある。しかし，両者とも，その研究の中で現代ヴァヌア

ツ社会におけるキリスト教の様相について本格的に論じ

てはいない船曳建夫「儀礼における場と構造」（伊藤

中人•関本照夫・船曳建夫編 r現代の社会人類学 2』

束）K大学出版会 1987年）／吉岡政徳「ポロロリII--

北部ラカに妙けるリーダーシップ 」（『民放学研究』

第48巻第1号 1983年6月）。

（注7) L. Hume, "Church and Custom on Maewo, 

6ぅ
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Vanuatu,'・ Oceani{1,vol. S6, no. 4, June 1986. 

偉 8) M. Spriggs, "A School in Every District : 

The Cultural Geography of Conversion on Aneityum, 

Southern Vanuatu," The Joumal of Pacifi•(、 Histoハ＇，

vol. 20, no. 1, Jan. 1985/R. Adams, In the Land,)J 

Str{1加rrs.• A 心nturvof Hur喰 anContact with 

Tanna, 1774-l/i74(Canberra : Australian National 

University, 1984). 

(il―9) ヴァヌアツの諸社会の伝統的な政治的リーダ

ーを， ヒスラマ語てチーフ (J.if)としヽ う。ヴァヌアツ北部

には人類学的研究I))中心的対象としてとりあげられてき

た位階制渡か仔在するか，これらの地域では豚を殺すな

との手続きを踏んてこの位階制度を存りつめた者かチー

フと呼はれる。 ．．h,中部や南部ては世襲的に琳承され

る称り制度か存在し，この称号を持った者かチーフと呼

はれる，チーフとそれをめくる；；行制疫についての詳細は．

例えばヴァヌアツ北部に関しては古岡「ホロロリ 11」,

中部に関してはフェイシー (Facey)iJ)次の研究なとを参

照， E.Facey, "Hereditary Chiefship in Nguna." 

in Van四 tu: Politics, Economics and Ritual in Island 

Mel{1nesi{1，ed. M. Allen (Sydney : Academic Press, 

1981) 

(11:10) R. Tonkinson, "Church and K心 tomm 

Southeast Ambrym," in Vanu(1tu : Politic.、9 EIm(） 
mies and Ritu{1l.. 

(itll） ここでは， リーダーという語を，キリスト教

消ぷ派においてそれそれの教会かその活動を行なう際に

中心的な役割を担う神父や牧帥なとの人々を指すもiJ)と

して）llいる。例えは，長老派教会においては、パスター

(pastor,牧帥），エルダー，ティーコン (deacon,執'Jl)

といった教会内の役職に就く人々である。また，こI))リ

ーダー以外I))キリスト教佑徒を、 一般佑徒という点を用

いてホす3

(it12) 資料の収集に際しては．参与観察やインフ 1

ーマル・インタピューなとの方法を用いたc

I ジミー・アンセンと

福音伝追キャンペーン

ジミー・アンセンは．アンブリム島南東部出

身の50代後平の男竹で．現在ヴァヌアツで最大

0)‘ぷ教勢力である長老派教会い11)のエルダー

66 
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(it2)の地位にある。彼は，長老派の要職に就く

者のなかでは，ヴァヌアツの人々におそらく最

もその名を知られた者である。その所以は，彼

が中心となって長老派教会の公認(1)下に行なっ

ている福音伝逍キャンペーンにある。

トンキンソンによれば，シミーはかつて非常

に噌い病いを患ったが奇蹟的に日復し，以来キ

リスト者としての貞の信仰に日覚め，ヴァヌア

ツ中部地域における西欧人宜教師による伝道活

動に従巾した後，キャンペーンを始めるに全っ

たという (ii-3）。この経緯を筆者がヴァヌアツで

収集した資料によってさらに補足すると，次の

ようになる。すなわち，ジミーが病いの床に伏

していた時，彼の傍らに神か現われ，伯ちに彼

は病気から阿復すること，そしてそれとり1き換

えに，彼は神の禍音を広めることで人々を真の

キリスト者となるよう導く活動を行なわねはな

らないことを告げる。そこで，彼は病気からLuJ

復した後伝逍活動に身を投じ， 1973年に故郷の

南東アンプリムで福音伝逍キャンペーンを開始

するのである 0

キャンペーンに先立って最切にジミーが行な

ったことは，南東アンプリムの各杞落のチーフ

たちにキリスト行としての真の行ないを説いて

まわることてあった。そして，チーフたちに神

への佑仰を約束させることで，キリスト者とし

ての行ないに反する彼らの邪術け、1)との閃わり

を名実ともに断ち切ろうとした。アンプリムで

は‘!i時人々の間に邪術への恐れが溢れており，

アンプリムから他の島への移住者が多い第 l0) 

即由は邪術への恐れによるとされるほどであっ

たという (i1..3）。こうした中で，特に強｝Jな邪術

の使いfとして恐れられていたのが，集落のチ

ーフや長老たちであった旧6)。
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ジミーの活動に対するチーフや長老たちの反

応は，ネガティブなものであった。とりわけ何

人かのチーフたちはジミーの活動をチーフヘの

f渉と決めつけて怒りをあらわにし，直ちに自

分たちの邪術によって死ぬことになるだろうと

ジミーを脅迫した。しかし，ジミーはこれを逆

手に取り，夜間に単独でプッシュを歩き回った

りして，邪術の危険に自ら身をさらすような行

動をとった。こうしたチーフたちからの邪術の

脅迫と自身の危険な行動にもかかわらず，ジミ

ーの身には何も起こらなかった。そしてこのこ

とは，彼が神からギフト (gift）を授かった者であ

るという認識を彼とその周辺の人々が共有する

哭機となった。

キリスト教的文脈において，ギフトとはビス

ラマ語で「神からの授かりもの」を意味し，こ

れを持つ者は病気の治療やその原因の特定，さ

らには人間の能力を超えた様々な奇蹟を行なう

ことができるとされる。また，ギフトは，神が

その選んだ者に限って与えるものであるとされ

ている。したがって，ギフトを授かった者はそ

れを自らのf供や他人に継承することはできず，

ギフトを授かった者が死ぬと，ギフトも彼とと

もに消滅すると考えられている。ジミーとその

周辺の人々は，ジミーが病いに伏していた時に

現われた神が，伝道活動を始めるために彼にギ

フトを与えたのであると理解したのである。

神からギフトを授かっていることを確伯した

ジミーは，この後チーフたちへの伝道活動にそ

れまで以上に力を入れるとともに，より幅広い

活動の実施を目指して福音伝道キャンペーンを

計画する。キャンペーンには．人々に対して罪

の告白と神への真の信仰を説き勧めることと，

呪物を人々から没収し南東アンプリムから呪術

を取り除くことという 2つのH標があったが．

この 2つのうちの後者によって，彼のキャンペ

ーンは人々の間で呪術追放キャンペーンとして

広く知られるようになるのである。

1973年にスタートしたキャンペーンは，ジミ

ーをリーダーとするグループが南東アンプリム

の各集落に数日間ずつ滞在することで進められ

た。各集落ではジミーの説教を中心とする集会

がもたれるとともに，グループのメンバーたち

かサブクループに分かれて集落の各所でバイプ

ル・スタティを実施した。こうした活動を通し

て，ジミーはその地域に存在するとみられる呪

物の呪力をなくすための祈りを行なうとともに，
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呪物の保有者はそれを手放さなければその呪力

が彼白身に作用して病気になったり死んだりす

るであろうと説いた。

このようにして行なわれた南東アンプリムに

おけるジミーのキャンペーンは大成功に終わっ

た。この地域のほとんどの成人男女がシミー0)

グループに告解を行ない．沢山の呪物が集まっ

たのである。とりわけキャンペーンの効果は．

2つの出来巾によって人々に強く認識されるに

全った。それは．邪術の使い手として恐れられ

ていた 2人の1i力なチーフの死と，ジミーのグ

ループが立ち人ることを折んたカトリック伯徒

たちが居住する集落での屯病者の多発という出

来巾である（，チーフたちの死は，彼らがその保

打していた呪物を手放さなかったために，呪物

の呪｝Jが作用した結果であると解釈された。ま

た，ジミーのグループの立ち人りを拒んだカト

リック信徒たちの集落における項病者の多発は．

彼らが呪物を集落内に隠し持っていたために，

その呪力が集落の人々に作用した結果であると

解釈された。

人々の多大な関心を集めた南東アンプリムで

のジミーのキャンペーンは．すぐにアンプリム

島の他の地域に伝わった。そして，そうした地

域からの要，；fiにより， 1974年から78年までの間

に，彼はグループを引き連れてアンプリム令域

をまわる。そして．このアンプリム令域での活

動も大成功をおさめ．アンプリムからは呪術は

なくなったとされるほどになるのである旧7)0 

この後． 1980年代に人るとジミーはキャンペ

ーンをヴァヌアッ全域に広げていった。彼がそ

のグループを引き連れて泊れた地域には，マレ

クラ．エヒ (Epi)、エロマンゴ(Erromango)，タ

ンナといった島々がある。そして， このように

68 

全国的なキャンペーンを展開する中で．彼の名

は長老派の伯徒の間だけではなく，他宗派の信

徒にまで知られるようになった。

1980年代後‘ドから巾断していたジミーのキャ

ンペーンは， 1992年に人ってトンゴア (Tongoa)

島から首都を含むエファテ (Efate)島までの地域

を対象に再開された。このキャンペーンでもま

に従来0)ものと同じH標が定められていた。

すなわち．人々に対して罪0)告白と神への真の

信仰を説き勧めること．呪物を没収し呪術を取

り除くことの 2つである。 1月にトンゴア島で

間始されたキャンペーンは． lnJ島の全集洛をま

わり終わると．次に1口］島からエファテ島にかけ

て連なるシェパード (Shepherd)諸島で行なわれ

た。そしてそこで0)泊動か終了すると， 3月末

から 6月1h]にかけてキャンペーンの最終対象

地であるエファテ島で活動が開始された。エフ

ァテ島での活動はますはじめに首都の南東に位

岡するパンゴ (Pango)集落から始まり，次にエ

ラコール (Erakor)集落．ェラタップ(Eratap)集

洛と．島を1又時壮lnlりにまわる形て実施された。

そして， 6月15日から26nまでの約10|l間，キ

ャンペーンを締めくくる最後の活動が首都で展

開された。

この1992年のトンゴア島からエファテ島にか

けてのキャンペーンも，過去のものとrul様に成

功を収めた。呪物の没収という点では，例えば

エラコール集落では 125個．エラタップ集落で

は41個の呪物が．ジミーと彼のグループのもと

に集められた償8)。また．キャンペーンの最後

の対象地となった首都のポートヴィラでは，独

立品念公園の向かいにある長老派の教会の表玄

関に．首都での活動中に集められた石．木片．

椰子の実の殻．サンゴ．シャコ貝の殻．瓶詰め



1996020071.TIF

1996doc  99.7.12 6:46 PM  ページ 157

’’’’’’’̀", 9‘’’’’’'99’"‘’"'’’’‘’9.’’’' ＂＇ ’"'’‘"’’’‘’’‘"9,．，"’’’`’"＇’’"’’‘“’'＂ ’’’•999 ・・ 9,，."’"’’"’’'"＇’'“’'＂’’,．, 9, .,9,, .,’’’’’’’’’,.,’’99"’"'’”’’,.,’’'o•'w. 99’’’’’’’’’’’’' 員， ••9’’’"99’’’’”’’’’’’’’’’’’'"如 99'’'＂’’‘’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’'9,9’’’""99‘,．ヽ研究ノート・’’9999,.，＇’’’’’’’’’’,．＇’‘’’’’’’’’9・’’’’‘’’’’’’’"’

にされた色とりどりの液体など，多種多様な呪

物が陳列され，見物の人だかりができた。

ジミーが行なうキャンペーンに対する関心は，

いつも非常に高かったと言える。それは，次に

述べるいくつかの出来事や現象にも現れている。

例えば，ジミーとそのグループが首都で実施し

た集会はどれも盛況で，独立記念公園での屋外

集会には約3000人の人々が参加した。また，工

ファテ島におけるキャンペーンの出発地である

パンゴ集落ては50人内外であったシミーのグル

ープは，同島の集落をまわっていくにつれて膨

れ上がり，首都に入る頃には 100人を超える大

集団になっていた。これは，ジミーの祈りによ

って病気が癒された人々や邪術の作用から解放

された人々，さらには彼が行なう奇蹟を目の当

たりにしたいという人々などが，ジミーか訪れ

たあちこちの集落から加わったためである。彼

らの多くは長老派の信徒であったが，長老派以

外のプロテスタントの宗派やカトリックの佑徒

も含まれていた。こうした人々の中には，呪術

の使い手として，またヴァヌアツきっての大

泥棒として名高いヌグナ (Nguna)島出身のモリ

ス・ヘン (MorrisBen)もいた。彼はまだ20代後

半の若者であるが， 10代の頃にアンブリム島に

渡って密かに呪術を習得し，その後その力を利

用して盗みや脱獄を繰り返してきたと言われて

いる。その彼が，ジミーに説かれて保有してい

た呪物などを放棄し，さらに長老派に人信して

彼のグループに加わったという話は，首都の人

々の間でセンセーショナルな出来＿巾として点ら

れた。

一方，こうした彼のキャンペーンの動向は国

営ラジオ放送(RadioVanuatu)でも逐ーとりあ

げられ，人々の関心の高まりを増幅した。例え

ば，先のモリス・ベンのジミーのグループヘの

合流はニュースとして流され，日曜日のラジオ

説教では，長老派の牧師たちがキャンペーン中

にジミーが起こした奇蹟についてとりあげた。

そうした奇蹟のうちのひとつは，ェファテ島

北部沖合いに浮かぶレレパ(Lelepa)島で起きた

という。キャンペーンでこの島に赴いたジミー

は，住民から同島付近の海域に棲息する鮫がカ

ヌーを攻撃するので困っているという話を聞い

た。そこで，彼はその海域に出，カヌーのI：か

ら鮫が住民のカヌーを攻撃しないよう神に祈り

を捧けた。すると，彼の乗ったカヌーの後ろに

2匹の巨大な鮫が現れてカヌーを追尾し，カヌ

ーが島の浜辺に着いたときには2匹とも浜辺に

乗り上げて死んでしまったという。

この1992年のキャンペーンで，人々をキリス

ト者としての真の伯仰に導くという目標が達成

されたかどうかは定かではない。しかしながら，

ジミーのこの年の一連の活動が，呪術追放とい

う点でエファテ島と首都の人々の強い関心をひ

いたことはたしかである。

(itl) 長老派教会は， 1848年にアナイチュム島に

ヴァヌアツで初めてのミッションを設置して以来，ヴァ

ヌアツの島々を南部から北部へと北上する形で布教活動

を展開した。正確な信徒数は明らかではないが， 1980年の

時点で1万500()人から 5万人という，ヴァヌアツのキリス

ト教諸示派の中では最大の倍徒数を擁する。長老派教会

については， Adams,In the Land of Strangers... 

/Spriggs, A School in Every l>i~trict... /Lini, et 

al., Vanuatu, pp. 213-215などを参照。

(ii2) エルダーとは，礼拝をはじめとする教会活動

で牧師を補佐したり，牧師が不在の場合などに牧師に代

わって礼拝を行なったりする者で， 一般信徒の中から互

選によって選出される。

（注3) Tonkinson "Church and Kastom." p. 256. 

（江、1) 本稿では，後出する呪術という語を，超白然
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的かつ神秘的な手段を用いて様々 な現象を引き起こそう

とする技術や行為を指すものとして用い，邪術という語

は， この呪術の範疇に含まれるもののうち．特に意図的

に人に危害を加えるための技術や行為を指すも(})として

lflいる。これらの語の定義については，次の諸研究なと

によった。 E.E. Evans-Pritchard, Witchcraft, Orac/1'ゞ

and Magic among the Azande (Oxford : Clarendon 

Press, 1937)/L. Mair, Witchcraft (New York : Mc• 

Graw-Hill Rook Company, 1969) 

（注5) Tonkinson, "Church and Kastom," p. 256 

（注6) ヴァヌアツの諸社会では，伝統的に社会秩序

のコントロール手段として，集落のチーフや長老たちが

邪術を独占的に用いていたとされる。ヴァヌアツにおけ

る伝統的な邪術のあり方については，例えば次のトンキ

ンソンによるアンプリム島を対象とした研究や，プラン

トン (Brunton)によるタンナ島を対象とした研究などを

参照。 R.Tonkinson, "Sorcery and Social Change 

in Southeast Ambrym," Social Analysis, vol. 8, Dec. 

1981/R. Brunton, The Abandoned Narcotic: Kaua 

and Cultural Instability in Melanesia (Cambridge : 

Cambridge University Press, 1989), pp.142-147. 

（注7) Tonkinson "Church and Kastom," p. 261. 

（注8) 1989年の人口統計によればエラコール集落は

約1400人，エラタップ集落は約44(）人の人口をそれそれ

擁するので，これらの集落には，単純に計算して10人か

ら11人に 1人の割合で呪物の保有者がいたことになる。

II キャンペーンの受容

1. ジミー・アンセン，長老派教会のリーダ

ーたちとキャンペーン

キャンペーンの中でとりわけ人々が注目した

のは，呪物の保有者が呪物を手放さない場合，

その呪力か保有者自身に作用して保有者は病気

になったり死んでしまったりするであろうと説

いたジミーの主張である。それでは， この呪物

の呪力とその作用のメカニズムを，ジミーと長

老派のリーダーたちはどのように位慣づけてい

たのだろうか。

70 

ジミーと彼のキャンペーンを推進する長老派

のリーダーたちは，キャンペーンの中で呪物の

呪力や呪術の存在自体を否定しなかった。逆に，

彼らは呪術の存在を認めたうえで，その呪力よ

りも強大な神の力に焦点を当てた。そして，こ

の神の強大な力が呪物の呪力をその保有者に作

用させ．病気にしたり死に至らしめるとしたの

である。こうした中で，神は呪力よりも強い力

の源泉として，また，呪術の行使というキリス

ト者にあるまじき行為を犯した者をその強大な

力を用いて厳しく罰する存在として位渭づけら

れている。このような神のあり方は．人間の能

力を超えた超自然的な力によって人を病気にし

たり死に至らしめるという点で，邪術使いのあ

り方と柑似する。 トンキンソンは，シミーと同

郷の長老派のエルダーが，この世には人間の邪

術師と神という 2種類の邪術使いが存在すると

語っていることを報告しているが旧 l)．こうし

た見方も，神のあり方が邪術師のあり方と相似

するために，その力が呪的な力として解釈され

て生じてきたのであると考えられる。

ところで，こうしたある意味で呪的な要素を

含む強大な力の源泉としての神と．ジミーはキ

ャンペーンの中でどのようにかかわっていたの

だろうか。ジミーと長老派のリーダーたちは，

呪物の呪力がその保有者に作用するという現象

はジミー自身が直接起こしているものではなく，

キャンペーンにおける彼の祈りを聞き入れた神

が生ぜしめているものと説いてきた。つまり，彼

らの品明に従えば，ジミーは間接的にこの現象

に関与しているに過ぎないのである。しかし，他

方で，ジミー以外の一般信徒がこうした現象を

引き起こすことはできないとされてきた。この

ようなジミーと他の信徒との差異を．長老派の
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リーダーたちはジミーが神からギフトを授かっ

ているためであると説明している。彼らの説明

によれば，このジミーか授かったギフトとは， f皮

(/）持つ強い祈りの力である。つまり，ジミーはギ

フトとして授かった強い祈りの力によって神に

いつでも自らの思いを通じさせることができ，

それに対する神の反応をいつでも明確な形でり1

き出すことができるのである。以上に述べたこ

とをまとめて図式化すると，図2のようになる。

呪物の呪力を保有者に作用させるべく神に働

きかけを行なうのは，ジミーである。この働き

かけはジミーが彼の持つギフト，すなわち他の

人々にはない強い祈りの力によって行なう。し

かしながら，呪物の呪力をその保有者に作用さ

せて，保有者を病気にしたり死に至らしめる直

接の主体は，呪術の呪力よりも強い力を持つ神

である。したがって，ジミーは呪物の呪力が保

有者に作用する過程で，あくまでも間接的にこ

れに関与しているに過ぎない。

2. 長老派教会およぴ他宗派の一般信徒たち

とキャンペーン

一方，長老派の一般信徒の中には，ジミーを

図2 呪物の呪力の保有者への作用の

メカニズム(I)

ジミー・：ロ
I 
I 

I 祈り t ギフトの使用） 十—-----------

呪物の呪力の作用（神罰）

呪物の保有者の病気・死

中心とする長老派のリーダーたちが説く呪物の

呪力とその作用のメカニズムを別の見方で説明

する者もいる。以下ではまず， 1992年のエファ

テ島におけるキャンペーンの際に起きた出来事

についてのある長老派←浦般信徒の話をとりあげ

る。

＜叫例 l> エファテ島北部のエパウ (Epau)

集落に，ジミーの一行が滞在していたとき

のことである。ニューカレドニアのヌメア

(Noumea)に住む下半身不随の男性かジミー

を訪ねた。彼はその体を正常にしたかったの

で，ジミーの噂を間いてはるばるヌメアから

工パウ集落までやってきた0)である。ジミー

は男性に神への信仰を質した後、彼に向かっ

て祈りを捧げた。祈りを終えると，ジミーは

車椅子を使っているこの男性に立って歩く

よう促した。男性は半伝半疑であったが，確

かめてみると彼は本‘りに歩けるようになっ

ていた。男性はジミーが行なった奇蹟に感動

し，以後彼のキャンペーンが終わるまで一行

に加わり，献身的にジミーに尽くした。

この出来事は，前の節で触れたジミーのレレ

パ島における鮫退治の出来事と同じくラジオ放

送でとりあげられ，多くの人々の話題になった。

したかって， Lに事例としてとりあげた品は，

こうした状況の中で生み出されたこの出来事に

関する多くの語りのひとつに過ぎない。しかし．

筆者かこの話を提ホしたのは，この話の語りの

持つ特徴か、 ＾部の人々の間で共有されている

シミーとその活動に対する見方を反映している

と号えられるからである。

市例として提示した語りの特徴とは，すなわ

ち卜半身f随の男性が健常者になったという出

来事についての語りの焦点がジミーに置かれ，
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彼がこの出来事を生ぜしめたt体として扱われ

ているということである。しかしながら，図2

を参照しながらこの出来事について検討すると，

出来事を生ぜしめた直接のt体は実は神であっ

たはずであることが分かる。なぜなら，ジミー

が授かったギフトとは神に対する強い祈りのカ

であって，虹接に病気治療などを行なう力では

ないからである。したがって， F半身不随の男

性についてのジミーの祈りを聞き入れた神がそ

の力の作用を及ぼした結果．男性は健常者にな

ったとする方が，出来事の「本来」のあり方に

より近い説明と五える。しかし，先の事例ては，

あたかもジミーが半身不随者を健常者にしてし

まう能力を持っているかのようにして語りが進

められた。つまり，語り fにとって出来事を起

こした主体は神ではなく，ジミーなのである。

これと同じようなジミーに対する焦点の当て

方は，彼の行なったとされる他の奇蹟について

の語りにも見いたすことかできる。彼が行なっ

た奇蹟としては，既に述べたレレパ島における

鮫退治や難病の治療をはじめ，不妊症者や高齢

者に子供を授けた奇蹟や海水を淡水に変えてし

まった奇蹟など枚挙にいとまかない。そして，

このような奇蹟についての語りの中で焦点が当

てられるのはいつもジミーである。すなわち，

人々はこうした奇蹟をジミー自身が起こしたも

のとして捉えているのである。これとは対照的

に，奇蹟に関する語りの中で神が言及されるこ

とはまずない。

こうした傾向は，彼の実施しているキャンペ

ーンに関する語りにも見いだすことができる。

例えば長老派および他宗派の一般信徒の中には，

呪物の呪力の作用によってその保有者が死んで

しまうという現象は，ジミー自身が直接起こし

図 3 呪物の呪力の保有者への作用の

メカニズム(2)

ジミー・アンセン

祈り（ギフトの使用）

呪物の呪力の作用

呪物の保有者の病気・死

口

ているのだとする者もいる。また，ジミーは彼

のグループが行なっているキャンペーンに対し

て陰LIや悪口を言う者を，死に至らしめること

ができると主張する者もいる。このような語り

においてはもはや神が介在する余地はなくなり，

病気を治したり，逆に人を死に至らしめたりす

る力は，ジミー自身が持つものと見なされてい

る。すなわち，彼の所有するギフトは神の力を

引き出すための強い祈りの力ではなく，強大な

カの源泉としての神から与えられた彼自身の持

つ力として捉えられているのである。このこと

をまとめて図式化すると図3のようになり，先

に図2に示したジミーや長老派のリーダーたち

が説くものとは異なることが分かる。

3. 他宗派のリーダーたちとキャンペーン

前項までは，キャンペーンにおける呪物の呪

力とその作用の論理が，ー＾般の信徒の問でどの

ように受容されていたのかという点を，ジミー

をはじめとする長老派のリーダーたちの解釈と

比較しながら明らかにしようと試みた。次に，

本項では，ジミーのキャンペーンが他の宗派の

リーダーたちにどのように受けとめられていた
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のかという点を， 1992年のキャンペーンに関す

る事例を紹介しながら示し，考察を加える。

ジミーの1992年のキャンペーンに対する他宗

派の反応は．概して好意的なものであった。し

かしながら、否定的な反応が皆無であったわけ

ではない。次に提示するのは，その代表的な事

例0)ひとつである。

く事例2> 1992年の4月のある日曜日にラジ
オ説教を行なったエファテ島のメレ (Mele)

集落のアポストリック派教会UE2 1 (Apostolic 

Church,以下，アポストリック派）の2人の

牧帥か，説教の中で，ジミーは実は神を信じ

ない強力な邪術の使い手であり，彼のキャン

ペーンは長老派以外の宗派の信徒を邪術を

用いて長老派に改宗させようとする活動で

あると非難した。彼らは非難の根拠として，

ジミーの一行かメレ集落に滞在したときに

起きた出来事をあげた。

ジミーの一行は，メレ集落の数人のアポス

トリック派の｛且徒に対して呪物保HU)嫌疑

をかけ，保有する呪物を提出するよう促した。

しかし，全く身に覚えがなかった彼らは、呪

物の保{iを否定した。ところが，数11してこ

のうちの 1人が急死し， 1人が順病に陥って

しまった。ジミーたちは，彼らが呪物を隠し

持っていたために，その呪｝］が保有者である

彼らに作用してこうした事態が起きたのだ

とした，一方， 2人の牧師は白らの伝徒の潔

白をt張するとともに，シミーの一りがアポ

ストリック派の信徒に長老派への改宗を迫

っていたというある村民からの情報を踏ま

えて，アポストリック派の｛バ徒から相次いで

重病者と急死者が出たのは，シミーの一行が

彼らにlと老派への改宗を氾ー）たにもかかわ

らず，彼らがそれに従わなかったために，ジ

ミーの保有する強力な邪術の実力行使を受

けたためであるとした。

この 2人の牧師によるジミーとそのキャンペ

ーンに対する告発は，ラジオで放送されたこと

とその論調の強さにより．ジミーのキャンペー

ンに関する他宗派の否定的な反応としては類を

みないものであった。しかし，これほどではない

が，例えば筆者の友人の長老派教会改革派（注3)

(Presbyterian Revival,以下．改品派）のエルダー

は，ジミーが呪的なJJを使えることを肯定し，

ジミーがエファテ島でキャンペーンをはじめた

1992年(})4月頃に雨大の日が続いたのは．彼が

雨降らしの呪術を使ってエファテ島一帯に雨を

降らせていたためであるとした。このエルダー

によれば，ェファテ島で実施しているキャンペ

ーンをより効果的にするために，ジミーが彼ら

(}）一行が集落をまわる際に，各集落に潜む呪術

使いたちがプッシュなどへ逃亡しないよう雨を

降らせているということであった。

以上に述べた長老派以外のいくつかの宗派の

牧師やエルダーの反応には，呪的な力の行使者

としてジミーを捉えているという共通点がある。

こうした見方が生じた背景には様々な要因があ

ると考えられるか，そのひとつとして宗派間の

社会的関係を考慮する必要があろう。ヴァヌア

ツには19恨紀から長老派．英国国教会．カトリ

ックという 3つの家派の伝道師たちか訪れ．そ

れぞれの布教活動を行なってきた（注4)。これら

(}）宗派は，現在ではそれぞれが相当数の佑徒を

抱え，ヴァヌアツ宗教界における有力な勢力と

なっている。それぞれの宗脈には初期の布教活

動の時から継承されてきた地罪的な勢力範囲が

あり．そうした範囲は互いにある程度固定化し，

明確に区分することができるという特徴を持つ。

例えば，国内の東北部に位置するアンバエ．マ

ェウォ，ペンテコストの 3島は英国国教会の勢
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力 Fにあり，マレクラ島ではカトリックの勢力

が強く． トンゴア島では長老派0)｛け徒かほとん

どであるといった具合である。このようなある

渾の「桜み分け」は地理的側面だけにとどまら

ず， r記 3宗派の関係が悪化したとしヽうことは
間かない

以 l-.0)ような，ヴァヌアツにおける19世紀以

来の活動の歴史を持ち，現在fi}］な線））となっ

ている諸宗派に対して、 1960年代頃からヴァヌ

アツにおける活動を本格化させてきた宋派が他

Jjにある。こうした京派には，既に触れた改吊

派やアポストリック派をはじめとするプロテス

タント諸宗派か含まれる，）これら(!)‘ぷ派に共通

する特徴は， i,i徒数が比較的少なく，首都を中

心とする地域を拠点に勢力を伸ヽ脹しようとして

いるということである。また，こうした宋派の

中には，長老派の信徒をnらの信徒として取り
込みながら教会活動を拡大してきたポ派か多い

ことも特徴である。そして，宗派間の関係がと

きに緊張関係をはらんだものとなっている())は．

こうした新興家派と長老派の間においてである

(ll 5）。このような状況の中で，ジミーは福音伝

道キャンベーンをはじめとする活動や様々な奇

蹟的な出来ボによって人々の関心を強くり1く立

場にあるそのために，長老派を含む複数の末

派間の関係が信徒の獲得などをめぐって悪化し

た場合に．彼は他宗派が長老派を批判する際の

手段や標的となり，呪術の使いfとして中1絹的

に語られているのであると考えることができる。

しかしながら，以上に述べたことは．ジミー

か呪術使いとみなされ得るに足る論理か準備さ

れてはじめて可能になるものてある。換，iする

ならは，ジミーや長老派のリーダーたちか好む

と好まざるとにかかわらず，シミーは呪術使し)

74 

であるという彼らからすれば誤解も枯だしい見

Jjが牛じてくる論罪的必然性を，ジミーの活動

は内包しているのである。

ジミーや長老派のリーダーたちの説くところ

によれば．呪物の呪力かその保有者に作川する

という現象は，ジミーの祈りを聞き人れた神が

碩接のt体となって行なうのであって．ジミー

自身がjj'f接呪f]を呪物の保ii行に作用させてい

るわけではない（図2参照）。しかし，他方で，

こうした現象を牛起させるのは強い祈りの力を

持つジミー自身である。つまり．彼が神に対し

て祈らなければ，呪物の呪力が保打者に作用す

るとしヽう現象は生じない。したがって， 1lii項て‘

9Fしたように，こうした現象を4lき起こす力0)

担い手はシミーてあるとする見方が，長老派及

び他家派0)一般信徒をはじめとする人々の間に

共打されてくる（図 3参鰐。

」方．以 t0)ような見方によってジミーを捉

える姿勢が人々に受容されたとき，彼はより容

易に呪術使いと 111]・一視され得る。なぜなら，彼

の行ないが内包するメカニズムは，次に述べる

ように、呪術使いが呪術を行使する際のメカニ

ズムと極めて似ているからである。呪術の使い

手は，呪文などの方法によって意図する柑手に

呪力を作用させ，その相手を病気にしたり夕じな

せたりすることができる。 f^i，ジミーは祈り

によって呪物を保fiしている者に呪物0)呪力を

作用させ，呪物の保打者を病気にしたり死なせ

たりすることができる。この向者に共通してい

ることは．呪術の使い手もジミーも，超白然的

な力を意図する相手に呪文や祈りといったiUJら

かの技術を駆使して作川させることて；相手を

病気にしたり死に令らしめることができるとい

うことてある。すなわち，［文］4にホしたように，
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図4 呪物の呪J]の保有者への作用の

メカニズム

I バ—：アンセン|―---------

析り （ギフトのイ吏用） 卜—--------

呪物の保有者の病気・死←―-------

両者の行ないはいわば技術的に相似した関係に

あるのである。そして．このことから，シミー

の活動は呪的な力によって担われているという

見方，あるいはジミーは呪術使いであるという

見方が生じてくるのであると考えられる。

（注1) Tonkinson, "Church and Kastom," p. 260. 

(it2) アポストリック派の起源は，オーストラリア

のクイーンズランドの砂糖キピプランテーションから戻

ってきたピーター・ペンテコスト (PeterPentecost)と

いうヴァヌアツ人によってヴァヌアツ北部のアンバエ

(Ambae)島に 1901年に導入されたウ 1 ズリアン教会

(Wesleyan Church)である。アポストリック派は，こ

のウェズリアン教会から分離した現在は存在しない独立

教会(IndependentChurch)を母胎として牛まれたポ派

で，現在アンバエ島と首都に信徒を持つ。この宗派の歴

史については， Lini,et al., Van叩 tu,pp. 219-22]参照。

（注3) 長老派教会改革派の歴史は， 1970年代に長老

派か教会内の諸活動を刷新するためにトンゴア島出身の

ウィリー・フレッド牧師(PastorWillie Fred)を..::.ユ

ージーランドの神学校に留学させたことから始まる。ニ

ュージーランドから帰国したフレッド牧帥は， トンゴア

島やシェパード諸島で活動を行なっていたが，彼の説い

ていた一夫多社や一妻多火を肯定的に捉える教えが長老

派内で異端視されたため，彼とその信奉者はそうした見

方に反発し，長老派教会改革派を形成したし、この改革派

についての文献資料は現在のところなく， 上記の説明は

ポートヴィラの長老派と改第派両派の牧師などから得た

情報に依拠している。

ほ 4) 英同国教会は、 1849年に初めてヴァヌアツに

ミッションを設けた歴史を持ち．ヴァヌアツ北東部を中

心にヴァヌアツで3番Hの信徒数を擁する宗派である。

～→-方，カトリックは， 1887年にニューカレドニアからの

伝道師がミッションを設けて以来．マレクラ．アンプリ

ム，エファテ．タンナなどをはじめとする島々で活動を

行なってきた．ヴァヌアツで長老派に次ぐ信徒数を持つ

勢力である。これらの＇ぷ派については， Lini,et al., 

Vanuatu, pp. 215-217参照。

（注5) 例えば，首都近郊に位置するパンゴ集落では，

アポストリック派をはしめとするプロテスタント系新興

宗派が長老派の信徒を吸収しながら教会活動を活発化さ

せている。このため， r，1集落の長老派のリーダーたちは
これらの宗派の動向に対して神経質になっており，新興

宗派のリーダーたちとの間に確執が生じている。

おわりに

1970年代に人って活発化した独立への動きの

中で，独立運動の指導者たちによって強調され

たのは，旧宗主国である英仏の文化をはじめと

する西欧文化とは異なるヴァヌアツ社会に在来

の文化を項視するということであった。つまり．

彼らは政治上の独立に際して、文化的側面にお

いては．ヴァヌアツ社会に固有のメラネシア的

伝統文化を新興国家のアイデンティティ 0)拠

り所のひとつにしようとしたのである。その結

果．独立への動きが本格化し，それが実現して

いく 1970年代から80年代にかけて，ヴァヌアッ

では伝統文化の復興とでも占うべき状況が顕在

化した(irl）。ただし．伝統文化の重視とは，キ

リスト教をはじめとする西欧文化の到来以前の

社会に逆戻りすることを意味するものではなく．

既にヴァヌアツ社会の生活世界の中核を占める

に至っていたキリスト教の受容を前提としたt

で伝統文化のあり方を探るということであっ

た(tt.2)0
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こうした政治tの動きの中で，現tの社会に

生きる人々がつきつけられたのは，キリスト教

という枠組みの中て自らの伝統文化をと0)よう

に位置づけていく 0)かという課題てあった。独

Itを喫機とする伝統文化重視0)潮流は，それま

でともするとIU宗主国側によってないがしろに

されがちであったさまさまな文化的巾象0)見直

しへと人々を向かわせた。しかし，他Jjでキリ

スト教が国づくりの支柱のひとつとなった以L,

伝統文化の見直しという動きは，あくまでもキ

リスト教精神に！！ljった伝統文化のあり Jjを探る

動きとして位i~づけられねばならなかった。し

たがって，人々はキリスト教精神に背反しない

文化的事象を伝統文化として評価するという，

いわはキリスト教を用いて文化的市象をふるい

にかける作業を，生活のさまさまな局面で行な

っていく必要に迫られたのである。

このことは，ジミーについても例外ではなか

った。キャンペーンを行なっていたジミーに対

して，アンプリム島の長老たちは，かつてアン

プリム社会では邪術が非道徳的行為を犯した者

に対する社会的制裁0)手段として用いられてい

たことを指摘し，邪術に関しても lじ統な見直し

を行なうべきであるとt張した。これに対して，

ジミーはヴァヌアツ社会に在来の文化的市依と

して邪術を認識し，その存在自体は否定しなか

ったも (1)0)，邪術が人を密かに害することを日

的として行なわれる以lこ，キリスト教の精神に

反すると説き，邪術は復興すべき伝統文化とし

て0)lt統性を打しないとして，長老たちの主張

を退けたけt:l）。このように，彼も独立をめぐる

政治的潮流の中で活動を続けるに際して、牙閥術

をはじめとする文化的事象とキリスト教の関わ

り合いについて，より明確に独自の見解を小し
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ていかなければならなかったのである。

こうした点を踏まえて再度ジミーの活動につ

いて振り返ってみるならば，独ヽ［以降の現代ウ

ァヌアツ社会という社会的脈絡において，彼の

活動は，国家レベルて附われたキリスト教精神

に則った伝統文化のあり方を探るメラネシア

ン・ウェイという概念0)具体的な実践として，

位囮づけることができる。ただし，ヴァヌアッ

最大の家教勢｝］である長老派のエルダーの地位

にある者か， lnJ派の全面的な支援0)下に一^ 種の

社会的現象となるまでにその活動を展開させた

という点で，彼の活動は単なるひとつの実践に

留まるものではない。むしろ，人々にとってジ

ミーの活動は，メラネシアン・ウェイの実践に

ついてのいわは範刑とでも口えるものをホした

ものとして，大きな意味を持っていたと者えら

れる (/14)。

他Jjで，第II節第3項でみたように．ジミー

の活動は呪術の存在を認めたことを皮切りに呪

的な｝］との関係の中で捉えられ．呪術を駆逐し

ようとした彼白身が呪術の使い手として捉えら

れてしまうという皮肉な結果を招いた。この点

で．彼の活動は必ずしもメラネシアン・ウェイ

の実践0)範咄として最良かつ絶対なものとはロ

えなしヽかも知れない。しかしながら， 1虫立を機

にした仏統文化の見直しという潮流の中で，ウ

ァヌアツ社会に在来の文化的事板たる呪術の{f

在を否定しさっていたならば，彼の活動はこれ

ほど大きな社会的関心を呼はなかったてあろう。

彼は呪術の存在を無視したり，否定したりする

ことなく．逆にその存在を誌めたうえて，人間

の能力を超えた超白然的な））というも 0)を某軸

にキリスト教の神の力との関連の中で位附づけ

るという巧みな岬論的解釈を提示した。それゆ
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えに，彼の活動は，独立以降の現代ヴァヌアッ

社会の中で，大きな社会的現象となり得たので

ある（注5)0

（注1) 例えば．国内各地で伝統技能のショーか行な

われたり．．衰退化していた儀式や｛義礼カim活したりした。

こうした動向については，例えば次の諸研究を参照。 J.

Larcom, "The Invention of Convention," Mankind, 

vol. 13, no. 4, Aug. 1知／L.Lindstrom, "J.,eftamap 

Kastom: The Political History on Tanna, Vanuatu,'' 

Mankind. vol. 13, no. 4, Aug. 1982/R. Tonkinson, 

"National Identity and the Problem of Kastom in 

Vanuatu," Mankind, vol. 13, no. 4, Aug. 1982. 

（注2) ヴァヌアツ独立の際に．サント島ては．分離

独立の動きとして世界的な注目を集めたナグリアメル

(Nagriamel)という組織による暴動が生じた。吉岡は．

矮動を引き起こしたナグリアメルによる活動を、キリス

ト教を含めたーサ］の西欧文化を排し．仏統文化の世界を

再構成しようとする試みであったと位置づけている。し

かし．キリスト教を国づくりの支村のひとつにしようと

していた独立運動の指消者たちは I° ． ヽプア・ニューギニ

ア政府に軍隊の派遣を要請し．このナグリアメルによる

矮動を鎮圧した。吉岡政徳「ナグリアメル運動：ヴァヌ

アツ独立前夜」（須藤健一・山下晋,i].吉岡政徳釦『歴

史の中の社会』弘文堂 1988年）。

（注3) Tonkinson. "Church and Kastom." p. 262. 

（注4) シミーが首都て実施した集会には．廿時大統

領であったフレッド・ティマカタ(FredTi-Makata)を

はじめ数名の閣僚が出席していた。長老派の信徒でもあ

る彼らがとのような立場で集会に出席していた0)かは，

彼らの出席に至る経緯について十分な資料を得ることが

できなかったため．明らかではない。また．政府も，ジ

ミーの活動と大統領たちの集会への出席に関して，公式

の見解を発表していない。しかしながら，人々は，大統

領などの政府要人か集会に出席したことや，政府がジミ

ーの活動に対して何ら否定的な姿勢を示していないこと

から，政府はジミーの活動を支持しているものと捉えて

おり，この点で，人々にとって彼の活動は，範型に足る

・権威と11-：統けを付加されたものとして意味を成していた

と言える。

（注5) 本稿では，ジミーの運動の受容というテーマ

を，主として彼の提不した呪術についての解釈に焦点を

当てながら論じた。しかし，国づくりの基本理念として

キリスト教色の強いメラネシアン・ウェイ概念が政府の

指導者によって唱えられてきたように，ヴァヌアツにお

ける政治とキリスト教の結びつきの強さを考慮に入れる

ならば，シミーの運動とその受容についてより深く掘り

卜げて理解するためには， 1970年代の独立運動が活発化

した時期に時を同じくしてスタートしたジミーの運動を

独立前から現在に至る政治的動向の推移との関連性にお

いて捉え1ftすという作業が不可欠であろう。ただし，こ

の論題について論じることは，資料面における制約など

から，別稿にゆずりたい。

（総合研究大学院大学）

〔付記） 本稿は 1994年3月に筑波大学大学院

環境科学研究科に提出した修t論文の一部に加

筆修正を行なったものである。修士論文の執筆に

際しては筑波大学歴史人類学系の牛島巌，佐藤俊

両先生，ならびに前筑波大学社会工学系・現沖縄

大学の吉川博也先生に多くのご指導・ご助言を

いただいた。記して深謝の意を表する。
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